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授業科目 NO. 711 公衆衛生看護学実習 
   Public Health Nursing Practicum 

 

授 業 の 形 態 ： 実習 

単位数（時間数）： 5単位（225時間） 

開講年次・学期： 4年次・前後期 

必修・選択の別： 選択・保健師選択コース必修 

キ ー ワ ー ド ： 地域看護診断、公衆衛生看護活動展開、健康教育、家庭訪問 

      

1 金沢医科大学看護学部の到達目標（全科目共通です） 

① 豊かな人間性と倫理観 

② 看護学の知識と技術、及び実践力 

③ 地域志向を視野に入れた専門性の獲得 

④ 生涯学習能力  

⑤ 国際的視野の獲得 

 

2 学 修 目 標 

1）一般目標（GIO） 

 行政、産業の場面において公衆衛生看護活動を展開し、個人/家族、地区/小地域に対する看 

護過程を展開する基礎的能力を獲得することを目標とする。さらに公衆衛生看護活動が展開さ 

れる主要な場の特性や特徴的な公衆衛生看護活動について学び、それぞれの場の一員として 

様々な組織・職種とともにチームとして活動できる基礎的な能力の獲得を目標とする。これら 

を通じて、公衆衛生看護活動の理念や活動展開に必要な知識や技術を統合するとともに、専門 

職としての自らの課題を明確にする。 

 

2）行動目標（SBO）※カッコ内の数字は上記の金沢医科大学看護学部の到達目標との関連を示す。 

（1）個人/家族、地区/小地域に対する公衆衛生看護過程を展開することができる。（①②③） 

（2）公衆衛生看護活動の展開方法として地域診断を行い、地域の健康課題を抽出することが 

できる。（②③） 

（3）公衆衛生看護活動の展開方法として、地域特性をふまえ、地域で生活する対象集団の健 

康課題に応じた健康教育の立案、実施、評価の一連の過程を実施することができる。 

（②③） 

（4）公衆衛生看護活動が展開される主要な場の特性や特徴的な公衆衛生看護活動について説 

明できる。（①②③） 

（5）公衆衛生看護活動が展開される場の一員として様々な組織・職種とともにチームとして 

活動できる基礎的能力について説明できる。（②③） 

（6）公衆衛生看護を実践する専門職として自らの課題を述べることができる。（①④） 

 

3 学 修 内 容 

実習の内容については、実習要項に示す。 
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4 評     価 

評価項目 評価割合 

定期試験成績 ％  

実習成績 ８０％  

レポート   ２０％  

授業態度 ％  

小テスト ％  

その他 ％  

合計 １００％  

    （特記事項）実習成績の中には実習態度も含まれる 

 

5 教 育 担 当 者 

科目責任者 ： 奥野 敬生 

  

教   授   奥野 敬生 （公衆衛生看護学） 

准 教 授   寺西 敬子 （公衆衛生看護学） 

助   教   妹尾 美咲  （公衆衛生看護学） 

助   教   橋本 憲祐  （公衆衛生看護学） 

 

6 教育担当者の実務経験 

担当教員は公衆衛生看護活動の実務経験を有している。 

 

7 教  科  書 

1） 標美奈子他：標準保健師講座 1 公衆衛生看護学概論、医学書院（最新版）  

2） 中村裕美子他：標準保健師講座 2 公衆衛生看護技術、医学書院 (購入済) 

3） 松田正巳他：標準保健師講座 3 対象別公衆衛生看護活動、医学書院 (購入済) 

4） 荒賀直子他（編集）：公衆衛生看護学.jp 第 5版 インターメディカル (購入済) 

  

8 推 薦 参 考 書 

1） 厚生労働統計協会（編集）：国民衛生の動向、厚生労働統計協会（最新版） 

2） 厚生労働統計協会（編集）：国民の福祉と介護の動向、厚生労働統計協会（最新版） 

3） 佐伯和子他：地域看護アセスメントガイド第 2版、医歯薬出版株式会社 

4） 新版 保健師業務要覧 第 4版 日本看護協会出版会 

 

9 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

1）担当教員の指示に従って事前学修をしておくこと。 

2）公衆衛生看護学方法論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴの教科書、資料を復習してきてください。 

3）事前学習および健康教育等の準備のための学習時間を 1,800時間程度必要とする。 
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4）石川県の保健所事業報告書、各市町村の健康増進計画、各市町村の保健福祉事業などをホー 

ムページなどで確認し、その目的や内容を事前学習した上で実習目標を立てて臨む。また、産 

業保健の実習施設の特性について、事業所の特性と健康課題をホームページ等で事前学習して 

実習目標を立てて臨む。 

 

10 課題（試験やレポート等）に関するフィードバック 

提出されたレポートについてコメントする。 

実習に関しては、評価表を基に到達度や課題をフィードバックする。 

 

11 履修上の注意事項 

1）実習目標達成のためにグループで協力して意欲的に活動する。 

2）実習中は、看護学生としての自覚と責任のある態度で積極的に実習する。 

3）市町実習施設管内の地域看護診断を行った上で実習に臨む。 

 

12 オフィスアワー等 

質問は実習担当の各教員が受け付けます。来室は、随時としますが事前にメール等で都合を確認

ください。 

奥野：okunotk@kanazawa-med.ac.jp 

寺西：k-tera@kanazawa-med.ac.jp 

妹尾：sawa@kanazawa-med.ac.jp 

橋本：k-hsmt@kanazawa-med.ac.jp 
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